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陸
奥み

ち
の
く
の
く
に

国
よ
り
金く

が
ね

を
出い

だ

せ
る
詔
書
を
賀ほ

け
る
歌
一
首　

并
せ
て
短
歌

葦あ
し
は
ら原
の　

瑞み
づ
ほ穂
の
国
を　

天あ
ま
く
だ降
り　

領し

ら
し
め
し
け
る　

皇す

め

ろ

き

御
祖
の　

神
の

命み
こ
と

の　

御
代
重か

さ

ね　

天
の
日ひ

嗣つ
ぎ

と　

領し

ら
し
来く

る　

君
の
御
代
御
代　

敷
き

ま
せ
る　

四よ

も方
の
国
に
は　

山
川
を　

広
み
厚
み
と　

奉
た
て
ま
つる　

御み
つ
き調
宝た

か
らは　

数

へ
得
ず　

尽つ
く

し
も
か
ね
つ　

然し
か

れ
ど
も　

わ
ご
大
君
の　

諸も
ろ
ひ
と人

を　

誘い
ざ
な

ひ
給た

ま

ひ

　

善よ

き
事
を　

始
め
給
ひ
て　

黄く
が
ね金
か
も　

た
し
け
く
あ
ら
む
と　

思
ほ
し
て

　

下し
た

悩
ま
す
に　

鶏と
り

が
鳴
く　

東あ
づ
ま

の
国
の　

陸み
ち
の
く奥

の　

小を

だ田
な
る
山
に　

黄
金

あ
り
と　

申
し
給
へ
れ　

御み

心
を　

明
ら
め
給
ひ　

天あ
め
つ
ち地
の　

神
相あ

ひ

珍う
づ

な
ひ　

皇す

め

ろ

き

御
祖
の　

御み
た
ま霊

助
け
て　

遠
き
代
に　

か
か
り
し
事
を　

朕わ

が
御
代
に　

顕あ
ら

は
し
て
あ
れ
ば　

食を
す
く
に国
は　

栄
え
む
も
の
と　

神か
む

な
が
ら　

思
ほ
し
め
し
て　

物も
の
の
ふ部

の　

八や

そ

と

も

十
伴
の
緒を

を　

服ま
つ
ろ
へ従

の　

向
け
の
ま
に
ま
に　

老お
い
ひ
と人

も　

女
（
お

み
な
）
童わ

ら
は

も　

斯し

が
願
ふ　

心
足だ

ら

ひ
に　

撫
で
給
ひ　

治
め
給
へ
ば　

此こ
こ

を
し

も　

あ
や
に
貴た

ふ
と

み　

嬉
し
け
く　

い
よ
よ
思
ひ
て　

大
伴
の　

遠
つ
神か

む
お
や祖

の　

そ
の
名
を
ば　

大お
ほ
く
め
ぬ
し

来
目
主
と　

負お

ひ
持
ち
て　

仕
へ
し
官つ

か
さ　

海
行
か
ば　

水み

づ浸

く
屍か

ば
ね　

山
行
か
ば　

草
生む

す
屍　

大
君
の　

辺へ

に
こ
そ
死
な
め　

顧か
へ
り

み
は　

せ

じ
と
言こ

と
だ立
て　

大ま
す
ら
を夫
の　

清
き
そ
の
名
を　

古
い
に
し
へよ　

今
の
現を

つ
つ

に　

流
さ
へ
る　

祖お
や

の
子こ

等ど
も

そ　

大
伴
と　

佐さ
へ
き伯

の
氏う

ぢ

は　

人
の
祖
（
お
や
）
の　

立
つ
る
言こ

と
だ立

て　

人
の
子
は　

祖お
や

の
名
絶
た
ず　

大
君
に　

奉ま
つ
ろ仕
ふ
も
の
と　

言
ひ
継
げ
る

　

言こ
と

の
官つ

か
さ

そ　

梓
あ
づ
さ

弓ゆ
み　

手
に
取
り
持
ち
て　

剣つ
る
ぎ
た
ち

大
刀　

腰
に
取
り
佩は

き　

朝
守

り　

夕ゆ
ふ

の
守
り
に　

大
君
の　

御み
か
ど門
の
守ま

も

り　

わ
れ
を
お
き
て　

人
は
あ
ら
じ

と　

い
や
立
て　

思
ひ
し
増
さ
る　

大
君
の　

御み
こ
と言

の
幸さ

き

の　
［
一
は
云
は
く
、

一　

は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
は
大
伴
家
持
生
誕
一
三
〇
〇
年
の
年
に
あ
た
り（

１
）

、
各
地
で
家
持

に
関
連
す
る
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。
当
館
で
は
明
治
一
五
〇
年
を
記
念
し
た
行

事
も
催
す
こ
と
と
な
り（

２
）

、
古
代
と
近
代
と
現
代
と
を
往
還
し
つ
つ
考
え
る
き
っ

か
け
を
得
た
。
加
え
て
一
八
五
八
年
の
日
仏
修
好
通
商
条
約
の
締
結
か
ら
一
六

〇
年
目
に
も
あ
た
り
、「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
二
〇
一
八
」
と
銘
打
っ
た
日
仏
友
好

一
六
〇
年
記
念
事
業
も
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
奇
し
く
も
最
初
に
欧
米
に
紹
介
さ
れ
た
万
葉
歌
が
フ
ラ

ン
ス
語
文
献
で
あ
り
大
伴
家
持
の
歌
で
あ
っ
た
意
義
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

て
み
た
い
。

二　
「
賀
―
歌
」
と
題
す
る
こ
と
―
家
持
の
創
意
―

本
稿
で
取
り
上
げ
る
家
持
歌
は
次
の
長
反
歌
で
あ
る（

３
）

。

古
代
と
近
代
に
お
け
る
文
化
の
創
造

―
大
伴
家
持
の
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
を
軸
に
―

 

井
上　

さ
や
か
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〻
里
之
許
登
乎　

朕
御
世
尓　

安
良
波
之
弖
安
礼
婆　

御
食
國
波

　

左
可
延
牟
物
能
等　

可
牟
奈
我
良　

於
毛
保
之
賣
之
弖　

毛
能

乃
布
能　

八
十
伴
雄
乎　

麻
都
呂
倍
乃　

牟
氣
乃
麻
尓
〻
　〻

老

人
毛　

女
童
兒
毛　

之
我
願　

心
太
良
比
尓　

撫
賜　

治
賜
婆　

許
己
乎
之
母　

安
夜
尓
多
敷
刀
美　

宇
礼
之
家
久　

伊
余
与
於
母

比
弖　

大
伴
乃　

遠
都
神
祖
乃　

其
名
乎
婆　

大
来
目
主
等　

於

比
母
知
弖　

都
加
倍
之
官　

海
行
者　

美
都
久
屍　

山
行
者　

草

牟
須
屍　

大
皇
乃　

敝
尓
許
曽
死
米　

可
敝
里
見
波　

勢
自
等
許

等
太
弖　

大
夫
乃　

伎
欲
吉
彼
名
乎　

伊
尓
之
敝
欲　

伊
麻
乃
乎

追
通
尓　

奈
我
佐
敝
流　

於
夜
乃
子
等
毛
曽　

大
伴
等　

佐
伯
乃

氏
者　

人
祖
乃　

立
流
辞
立　

人
子
者　

祖
名
不
絶　

大
君
尓　

麻
都
呂
布
物
能
等　

伊
比
都
雅
流　

許
等
能
都
可
左
曽　

梓
弓　

手
尓
等
里
母
知
弖　

劔
大
刀　

許
之
尓
等
里
波
伎　

安
佐
麻
毛
利

　

由
布
能
麻
毛
利
尓　

大
王
乃　

三
門
乃
麻
毛
利　

和
礼
乎
於
吉

弖　

比
等
波
安
良
自
等　

伊
夜
多
氐　

於
毛
比
之
麻
左
流　

大
皇

乃　

御
言
能
左
吉
乃
〔
一
云
、
乎
〕　

聞
者
貴
美
〔
一
云
、
貴
久

之
安
礼
婆
〕

反
歌
三
首

大
夫
能　

許
己
呂
於
毛
保
由　

於
保
伎
美
能　

美
許
登
乃
佐
吉
乎

〔
一
云
、
能
〕　

聞
者
多
布
刀
美
〔
一
云
、
貴
久
之
安
礼
婆
〕

大
伴
乃　

等
保
追
可
牟
於
夜
能　

於
久
都
奇
波　

之
流
久
之
米
多

を
］
聞
け
ば
貴た

ふ
と

み
［
一
は
云
は
く
、
貴
く
し
あ
れ
ば
］（
巻
十
八
・
四
〇
九
四
）

反
歌
三
首

大ま
す
ら
を夫

の
心
思
ほ
ゆ
大
君
の
御み

こ
と言

の
幸さ

き

を
［
一
は
云
は
く
、の
］
聞
け
ば
貴た

ふ
と

み
［
一

は
云
は
く
、
貴
く
し
あ
れ
ば
］　　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
八
・
四
〇
九
五
）

大
伴
の
遠
つ
神か

む
お
や祖

の
奥お

く

つ

き

津
城
は
し
る
く
標し

め

立
て
人
の
知
る
べ
く

（
巻
十
八
・
四
〇
九
六
）

天す
め
ろ
き皇

の
御み

よ代
栄
え
む
と
東あ

づ
ま

な
る
陸み

ち
の
く
や
ま

奥
山
に
黄く

が
ね金

花
咲
く（

巻
十
八
・
四
〇
九
七
）

天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
に
、
越

こ
し
の
み
ち
の
な
か
の
く
に

中
国
の
守か

み

の
館
に
し
て
大
伴
宿
禰

家
持
作
れ
り
。

　

賀
二

陸
奥
國
出
レ

金
詔
書
一

歌
一
首
并
短
歌

葦
原
能　

美
豆
保
國
乎　

安
麻
久
太
利　

之
良
志
賣
之
家
流　

須

賣
呂
伎
能　

神
乃
美
許
等
能　

御
代
可
佐
祢　

天
乃
日
嗣
等　

之

良
志
久
流　

伎
美
能
御
代
〻
　〻

之
伎
麻
世
流　

四
方
國
尓
波　

山
河
乎　

比
呂
美
安
都
美
等　

多
弖
麻
都
流　

御
調
寶
波　

可
蘇

倍
衣
受　

都
久
之
毛
可
祢
都　

之
加
礼
騰
母　

吾
大
王
乃　

毛
呂

比
登
乎　

伊
射
奈
比
多
麻
比　

善
事
乎　

波
自
米
多
麻
比
弖　

久

我
祢
可
毛　

多
之
氣
久
安
良
牟
登　

於
母
保
之
弖　

之
多
奈
夜
麻

須
尓　

鶏
鳴　

東
國
乃　

美
知
能
久
乃　

小
田
在
山
尓　

金
有
等

　

麻
宇
之
多
麻
敝
礼　

御
心
乎　

安
吉
良
米
多
麻
比　

天
地
乃　

神
安
比
宇
豆
奈
比　

皇
御
祖
乃　

御
霊
多
須
氣
弖　

遠
代
尓　

可
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の
長
歌
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
（
巻
十
八
・
四
〇
八
九
、
四
〇
九
四
※
当

該
歌
、
四
〇
九
八
、
巻
十
九
・
四
二
四
五
、
四
四
六
五
）。
先
述
の
第
十
三
詔

や
祈
年
祭
祝
詞
の
語
彙
で
あ
り
、
そ
れ
を
和
歌
に
詠
み
込
ん
だ
こ
と
、
作
歌
時

期
も
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
皇
統
讃
美
の
明
確
な
意
図
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る（

６
）

。

「
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」
に
つ
い
て
も
、
万
葉
集
中
で
六
例
（
柿
本
人
麻
呂
の

日
並
皇
子
挽
歌　

巻
二
・
一
六
七
、
高
市
皇
子
挽
歌　

巻
二
・
一
九
九
、
田
辺

福
麻
呂
歌
集
の
哀
弟
死
去
作
歌　

巻
九
・
一
八
〇
四
、
作
者
未
詳
歌　

巻
十
三
・

三
二
二
七
、
作
者
未
詳
歌　

三
二
五
三
、
当
該
歌
）
し
か
み
ら
れ
な
い
表
現
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
記
紀
と
は
異
な
る
神
話
的
世
界
観
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
て
い
る（

７
）

。

ほ
か
に
も
、
作
歌
時
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
や（

８
）

、
当
時
の
家
持
の
境
遇

や
家
持
個
人
の
資
質
に
つ
い
て（

９
）

、
当
該
歌
の
表
現
や
構
成
に
つ
い
て（

（1
（

、
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

そ
う
し
た
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
が
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
の

は
「
賀
―
歌
」
と
題
す
る
意
味
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
賀
―
歌
」

と
い
う
題
は
三
例
の
み
で
あ
り
、
す
べ
て
家
持
関
係
歌
で
あ
る
。

例
１　
〈
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
五
月
十
二
日
〉

賀
二

陸
奥
國
出
レ

金
詔
書
一

歌
一

首 

并
短
歌（
※
当
該
歌
）

弖　

比
等
能
之
流
倍
久

須
賣
呂
伎
能　

御
代
佐
可
延
牟
等　

阿
頭
麻
奈
流　

美
知
乃
久
夜

麻
尓　

金
花
佐
久

天
平
感
寶
元
年
五
月
十
二
日
、
於
二
越
中
國
守
舘
一
大
伴
宿
祢
家

持
作
之
。

越
中
国
守
で
あ
っ
た
家
持
が
、
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
五
月
一
二
日
に

詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
四
〇
九
四
番
歌
は
約
四
八
〇
首
を
数
え
る
家
持
歌
の
中
で

最
も
長
い
長
歌
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。

歌
の
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
と
は
、『
続
日
本
紀
』
宣

命
第
十
二
詔
・
第
十
三
詔
を
指
し
、
当
該
歌
の
作
歌
動
機
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

歌
表
現
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
行
論
文
が
す
で
に
指
摘
す
る
と
お

り
で
あ
る（

４
）

。

た
と
え
ば
、
当
該
歌
の
冒
頭
部
分
に
お
け
る
天
孫
降
臨
神
話
を
彷
彿
さ
せ
る

表
現
は
、
第
十
三
詔
の
「
高
天
原
ゆ
天
降
り
坐
し
し
天
皇
が
御
世
を
始
め
て
、

中
・
今
に
至
る
ま
で
に
、
天
皇
が
御
世
御
世
、
天
日
嗣
高
御
座
に
坐
し
て
治
め

賜
ひ
恵
び
賜
ひ
来
る
食
国
天
下
の
業
と
な
も
、
神
な
が
ら
も
念
し
行
さ
く
と
宣

り
た
ま
ふ
大
命
を
、
衆
聞
き
た
ま
へ
と
宣
る
。」（『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元

年
四
月
条（

５
）

）
な
ど
を
踏
ま
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

「
皇
御
祖
」「
須
賣
呂
伎
能
神
」
や
「
天
乃
日
嗣
」
な
ど
の
特
徴
的
な
表
現
が

み
ら
れ
、
こ
と
に
「
天
の
日
嗣
」
は
、『
万
葉
集
』
中
の
五
例
す
べ
て
が
家
持
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年と
し
つ
き月

は
あ
ら
た
あ
ら
た
に
相
見
れ
ど
あ
が
思も

ふ
君
は
飽
き
足だ

ら
ぬ
か
も

〔
古
今
い
ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
〕　　
　
　
　
　
（
巻
二
十
・
四
二
九
九
）

右
の
一
首
は
、
民み

ん
ぶ
の
せ
う
じ
よ
う

部
少
丞
大
伴
宿
祢
村
上

年
月
波　

安
良
多
〻
〻
〻
尓　

安
比
美
礼
騰　

安
我
毛
布
伎
美

波　

安
伎
太
良
奴
可
母
〔
古
今
未
レ

詳
〕

右
一
首
、
民
部
少
丞
大
伴
宿
祢
村
上

霞か
す
み

立
つ
春
の
は
じ
め
を
今
日
の
ご
と
見
む
と
思お

も

へ
ば
楽た

の

し
と
そ
思も

ふ

右
の
一
首
は
、
左
京
少
進
大
伴
宿
祢
池
主
（
巻
二
十
・
四
三
〇
〇
）

可
須
美
多
都　

春
初
乎　

家
布
能
其
等　

見
牟
登
於
毛
倍
波　

多
努
之
等
曽
毛
布

右
一
首
、
左
京
少
進
大
伴
宿
祢
池
主

例
３
に
つ
い
て
は
「
賀
集
―
歌
」
と
あ
り
、
例
１
・
２
の
「
雨
落
」
や
「
陸

奥
国
出
金
詔
書
」
を
「
賀
」
く
（「
賀
―
歌
」）
と
い
う
題
の
あ
り
方
と
は
異
な

り
、
詠
ま
れ
た
年
月
日
や
場
所
な
ど
の
作
歌
状
況
を
説
明
す
る
い
わ
ゆ
る
題
詞

に
あ
た
る
。

万
葉
歌
の
題
に
つ
い
て
辰
巳
正
明
氏
は
、
中
国
文
学
と
の
比
較
を
も
と
に
、

「
一
般
に
文
学
作
品
が
題
を
持
つ
と
い
う
傾
向
に
対
し
て
、
和
歌
文
学
は
必

ら
ず
し
も
題
の
も
と
に
詠
ま
れ
る
と
い
う
傾
向
に
は
な
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
れ
は
和
歌
の
特
色
で
も
あ
り
、
題
詞
や
詞
書
に
成
立
の
事
情
が
説
明
さ
れ
る

こ
と
で
完
結
す
る
が
、
題
詞
や
詞
書
と
い
わ
ゆ
る
「
題
」
と
は
本
質
的
に
異
な

例
２　
〈
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
六
月
四
日
〉

雨
降ふ

る
を
賀ほ

け
る
歌
一
首

わ
が
欲ほ

り
し
雨
は
降
り
来き

ぬ
か
く
し
あ
ら
ば
言こ

と
あ
げ挙

せ
ず
と
も
年と

し

は
栄
え
む

右
の
一
首
は
、
同
じ
月
四
日
に
、
大
伴
宿
禰
家
持
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
八
・
四
一
二
四
）

賀
二

雨
落
一

歌
一

首

和
我
保
里
之　

安
米
波
布
里
伎
奴　

可
久
之
安
良
婆　

許
登
安

氣
世
受
杼
母　

登
思
波
佐
可
延
牟

右
一
首
、
同
月
四
日
、
大
伴
宿
祢
家
持
作

例
３　
〈
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
正
月
四
日
〉

六
年
の
正
月
四
日
に
、
氏や

か
ら族
の
人ひ

と
た
ち等
の
、
少せ

う
な
ご
ん

納
言
大
伴
宿
禰
家
持

の
宅い

へ

に
賀ほ

き
つ
ど
ひ集

し
て
宴う

た
げ飲

せ
る
歌
三
首

霜
の
上
に
霰あ

ら
れ

た
ば
し
り
い
や
増
し
に
我あ

れ

は
参ま

ゐ
来こ

む
年
の
緒を

長
く
〔
古こ

こ
ん今

い
ま
だ
詳つ

ば
ひ

ら
か
な
ら
ず
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
・
四
二
九
八
）

右
の
一
首
は
、
左さ

ひ
ょ
う
ゑ
の
か
み

兵
衛
督
大
伴
宿
禰
千ち

室む
ろ

六
年
正
月
四
日
、
氏
族
人
等
、
賀
二

集
于
少
納
言
大
伴
宿
祢

家
持
之
宅
一

宴
飲
歌
三
首

霜
上
尓　

安
良
礼
多
婆
之
里　

伊
夜
麻
之
尓　

安
礼
波
麻
為
許

牟　

年
緒
奈
我
久
〔
古
今
未
レ

詳
〕

右
一
首
、
左
兵
衛
督
大
伴
宿
祢
千
室
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し
か
し
、「
賀
―
歌
」
と
い
う
題
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
文
学
に
対

す
る
新
た
な
自
覚
の
表
れ
で
あ
り
、
中
国
の
詩
と
等
値
の
文
芸
作
品
と
し
て
の

成
立
を
明
確
に
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

和
歌
の
伝
統
の
中
で
「
賀
―
」
と
い
う
題
を
見
て
み
る
と
、『
古
今
和
歌
集
』

に
は
分
類
項
目
と
し
て
の
「
賀
歌
」（
巻
七
）
が
み
え
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
賀
―
歌
」
も
後
世
の
分
類
概
念
で
あ
る
「
賀
歌
」
と

同
様
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
』
に

お
け
る
「
賀
歌
」
と
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
賀
―
歌
」
と
は
別
物
と
考
え
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。『
古
今
和
歌
集
』
の
「
賀
歌
」
は
次
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
る
。

巻
第
七
の
実
例
か
ら
考
え
る
と
、「
賀
歌
」
と
は
、人
が
一
定
の
年
齢
（
四

十
、
五
十
、
六
十
、
七
十
歳
な
ど
）
に
達
し
た
時
に
行
う
祝
い
に
際
し
て
、

他
人
が
詠
ん
で
贈
る
歌
で
あ
る（

（1
（

。

家
持
の
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
も
「
賀
雨
落
歌
」
も
、
こ
れ
に
は
あ
て

は
ま
ら
な
い
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、「
部
立
名
を
「
祝
」「
祈
」
な
ど
と
す
る
古
写
本
も
あ
る
」
と
い
い
、

「
の
ち
の
勅
撰
集
で
は
だ
い
た
い
「
賀
」
と
呼
び
、
祝
い
の
意
味
が
長
寿
以
外

ま
で
広
が
っ
て
い
る
」
と
も
あ
る
。
後
世
に
長
寿
以
外
の
祝
い
も
含
む
よ
う
に

る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
題
」
は
『
万
葉
集
』
で
は
大
伴
旅
人
や
山
上
憶

良
の
作
品
に
お
い
て
明
確
に
登
場
し
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
題
は
あ
く
ま
で
も
作
家
自
身
が
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

作
家
の
作
品
に
対
す
る
明
確
な
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は

文
学
に
対
す
る
新
た
な
自
覚
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
中
国
の
詩
が
一
般

に
題
を
持
つ
傾
向
か
ら
見
た
と
き
、
和
歌
が
題
を
獲
得
し
た
と
い
う
問
題

は
、
そ
れ
が
中
国
の
詩
と
等
値
の
文
芸
作
品
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
意

味
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

例
１
・
２
の
「
賀
―
歌
」
は
、
例
３
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
題
詞
と
は
一
線

を
画
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
家
持
は
当
該
歌
群
に
対
し
て
明
確
な
思
想

を
持
っ
て
題
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
、
辰
巳
氏
の
い
う
「
中
国
の
詩
と
等
値
の

文
芸
作
品
と
し
て
成
立
」
さ
せ
る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推

察
さ
れ
る
。

鉄
野
昌
弘
氏
は
、
家
持
が
「
賀
」
し
た
の
が
出
金
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
出

金
詔
書
」
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
も
う
一
例
が
「
雨
落
」
を
「
賀
」
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
「
感
激
」
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
「
出
金
詔
書
」

で
あ
っ
た（

（1
（

、
あ
る
い
は
「
出
金
詔
書
」
に
皇
位
継
承
間
近
と
い
う
公
的
な
情
勢

を
感
じ
と
っ
た（

（1
（

、
と
み
る
。
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（
巻
十
八
・
四
一
二
三
）

天
平
感
寶
元
年
閏
五
月
六
日
以
来
、
起
小
旱
、
百
姓
田
畝

稍
有
凋
色
也
。
至
于
六
月
朔
日
、
忽
見
雨
雲
之
氣
仍
作
雲

歌
一
首
〔
短
歌
一
絶
〕

須
賣
呂
伎
能　

之
伎
麻
須
久
尓
能　

安
米
能
之
多　

四
方
能

美
知
尓
波　

宇
麻
乃
都
米　

伊
都
久
須
伎
波
美　

布
奈
乃
倍

能　

伊
波
都
流
麻
泥
尓　

伊
尓
之
敝
欲　

伊
麻
乃
乎
都
頭
尓

　

万
調　

麻
都
流
都
可
佐
等　

都
久
里
多
流　

曽
能
奈
里
波

比
乎　

安
米
布
良
受　

日
能
可
左
奈
礼
婆　

宇
恵
之
田
毛　

麻
吉
之
波
多
氣
毛　

安
佐
其
登
尓　

之
保
美
可
礼
由
苦　

曽

乎
見
礼
婆　

許
己
呂
乎
伊
多
美　

弥
騰
里
兒
能　

知
許
布
我

其
登
久　

安
麻
都
美
豆　

安
布
藝
弖
曽
麻
都　

安
之
比
奇
能

　

夜
麻
能
多
乎
理
尓　

許
能
見
油
流　

安
麻
能
之
良
久
母　

和
多
都
美
能　

於
枳
都
美
夜
敝
尓　

多
知
和
多
里　

等
能
具

毛
利
安
比
弖　

安
米
母
多
麻
波
祢

反
歌
一
首

許
能
美
由
流　

久
毛
保
妣
許
里
弖　

等
能
具
毛
理　

安
米
毛

布
良
奴
可　

己
許
呂
太
良
比
尓

右
二
首
、
六
月
一
日
晩
頭
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
之
。

雨
降ふ

る
を
賀ほ

け
る
歌
一
首

わ
が
欲ほ

り
し
雨
は
降
り
来き

ぬ
か
く
し
あ
ら
ば
言こ

と
あ
げ挙

せ
ず
と
も
年と

し

は
栄
え
む

な
る
と
し
て
も
、
家
持
の
時
代
に
は
ま
だ
そ
う
し
た
傾
向
が
な
か
っ
た
蓋
然
性

が
高
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
持
は
明
確
な
意
図
に
基
づ
い
て
、
従
来

に
な
い
「
賀
―
歌
」
と
い
う
題
を
付
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
例
２
の
「
賀
雨
落
歌
」
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
み
て
お
き
た
い
。

当
該
歌
は
直
前
の
巻
十
八
・
四
一
二
二
、
四
一
二
三
番
歌
に
附
随
す
る
と
い
え

る
作
品
で
あ
る
。

天
平
感
宝
元
年
閏う

る
ふ

五
月
六
日
以よ

り来
、
小せ

う
か
ん旱
起
り
て
、
百

お
ほ
み
た
か
ら姓
の

田で
ん
ぽ畝

稍や
く
やく

凋し
ぼ

め
る
色
あ
り
。
六
月
朔つ

き
た
ち日

に
至
り
て
、
忽た

ち
ま

ち
に
雨あ

ま
ぐ
も雲

の
気け

を
見
る
。
仍よ

り
て
作
れ
る
雲
の
歌
一
首
〔
短
歌
一
絶ぜ

つ

〕

天す
め
ろ
き皇

の　

敷
き
ま
す
国
の　

天あ
め

の
下　

四よ

も方
の
道
に
は　

馬
の
蹄つ

め　

い
尽つ

く

す
極き

は

み　

船ふ
な

の
舳へ

の　

い
泊は

つ
る
ま
で
に　

古
い
に
し
へよ　

今
の
現を

つ
づ

に　

万
よ
ろ
づ

調つ
き　

奉ま
つ

る
首つ

か
さ

と　

作
り
た
る　

そ
の
農

な
り
は
ひを　

雨
降
ら
ず　

日
の
重か

さ

な
れ
ば　

植

ゑ
し
田
も　

蒔ま

き
し
畠
も　

朝あ
さ

ご
と
に　

凋し
ぼ

み
枯
れ
行
く　

そ
を
見
れ
ば

心
を
痛
み　

緑み
ど
り
ご児

の　

乳ち

乞こ

ふ
が
ご
と
く　

天あ
ま

つ
水　

仰あ
ふ

ぎ
て
そ
待
つ　

あ
し
ひ
き
の　

山
の
た
を
り
に　

こ
の
見
ゆ
る　

天あ
ま

の
白し

ら
く
も雲　

海わ
た
つ
み神
の　

沖
つ
宮み

や
へ辺

に　

立
ち
渡
り　

と
の
曇ぐ

も

り
あ
ひ
て　

雨
も
賜
は
ね

（
巻
十
八
・
四
一
二
二
）

反
歌
一
首

　
　

こ
の
見
ゆ
る
雲
ほ
び
こ
り
て
と
の
曇
り
雨
も
降
ら
ぬ
か
心
足だ

ら

ひ
に

右
の
二
首
は
、
六
月
一
日
の
晩ゆ

ふ
ぐ
れ頭

に
、
守か

み

大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。
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そ
し
て
当
該
歌
が
、『
詩
経
』
の
「
雲
漢
」
な
ど
を
淵
源
と
し
、
災
異
・
讖
緯

思
想
を
纏
い
な
が
ら
旱
災
と
時
雨
の
歓
喜
を
う
た
う
「
喜
雨
」
の
詩
賦
群
を
踏

ま
え
た
、
い
わ
ば
擬
喜
雨
賦
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
た（

（1
（

。

聖
徳
徳
業
へ
の
讃
仰
が
「
賀
―
歌
」
の
題
を
付
す
意
義
で
あ
り
、
中
国
の
詩

と
等
値
の
文
芸
作
品
と
し
て
成
立
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
出
金
詔
書
歌
も
同
様

に
「
賀
―
歌
」
と
題
し
た
意
図
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
漢
詩
文
に
お
け
る
「
賀
」
題
の
例
を
み
て
お
き
た
い
。

七
五
一
年
に
成
立
し
た
現
存
す
る
日
本
最
古
の
漢
詩
集『
懐
風
藻
』に
は
、「
賀

―
」
題
を
持
つ
詩
を
二
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

五ご
ご
ん言
。
五ご

八は
ち

の
年と

し

を
賀が

す
。

縦じ
ゅ
う
し
ょ
う

賞
す
青せ

い
し
ゅ
ん春

の
日ひ

、
相あ

い

期き

す
白は

く
は
つ髮

の
年と

し

。
清せ

い
せ
い
ひ
ゃ
く
ま
ん

生
百
万
の
聖せ

い

、
岳が

く
ど
は
ん
せ
ん

土
半
千
の

賢け
ん

。
宴う

た
げ

を
下く

だ

す
当と

う
じ時
の
宅た

く

、
雲く

も

を
披ひ

ら

く
広こ

う
が
く楽
の
天て

ん

。
茲こ

の
時と

き

尽こ
と
ご
とく
清せ

い
そ素
、

何な
ん

ぞ
用も

ち

い
ん
子し

う
ん雲

の
玄げ

ん

。　　
　
　
　
　
　
　
（
刀
利
宣
令　

六
四
番
詩
）

五
言
。
賀
五
八
年
。

縦
賞
青
春
日
。
相
期
白
髮
年
。
清
生
百
万
聖
。
岳
土
半
千
賢
。

下
宴
当
時
宅
。
披
雲
広
楽
天
。
茲
時
尽
清
素
。
何
用
子
雲
玄
。

五ご
ご
ん言
。
五ご

八は
ち

の
年と

し

を
賀が

す
宴う

た
げ

。

万ば
ん
し
ゅ
う秋

貴き

戚せ
き

に
長な

が

ら
え
、
五ご

八は
ち

遐か

年ね
ん

を
表あ

ら
わ

す
。
真し

ん

率そ
つ

前ぜ
ん

役え
き

無な

く
、
鳴め

い

求き
ゅ
う

愚ぐ

右
の
一
首
は
、
同
じ
月
四
日
に
、
大
伴
宿
禰
家
持
の
作

　
（
巻
十
八
・
四
一
二
四
）

賀
二

雨
落
一

歌
一
首

和
我
保
里
之　

安
米
波
布
里
伎
奴　

可
久
之
安
良
婆　

許
登

安
氣
世
受
杼
母　

登
思
波
佐
可
延
牟

右
一
首
、
同
月
四
日
、
大
伴
宿
祢
家
持
作

こ
れ
ら
の
歌
は
、
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
閏
五
月
に
詠
ま
れ
て
お
り
、

時
期
的
に
出
金
詔
書
歌
と
連
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
か
に
類
例
の
な
い
「
賀

―
歌
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
雨
落
」
と
い
う
万
葉
集
中
に
類
例
の
な
い

題
材
を
詠
む
こ
と
、
宣
命
の
語
彙
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
出
金

詔
書
歌
と
似
通
っ
た
作
歌
意
図
が
想
定
さ
れ
る
。

東
茂
美
氏
は
当
該
歌
群
に
つ
い
て
、
旱
禍
に
関
す
る
聖
武
の
詔
勅
が
災
異
思

想
と
讖
緯
思
想
に
則
っ
た
中
国
文
献
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
う

え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

小
旱
歌
は
祈
雨
歌
で
は
あ
っ
て
も
、
明
ら
か
に
下
雨
の
予
兆
を
前
提
に
し

て
い
る
ふ
し
が
あ
り
、
彼
の
記
す
賀
雨
落
歌
の
賀
と
は
、
た
だ
し
く
聖
徳

徳
業
へ
の
讃
仰
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
か
つ
て
、
賀
陸
奥
国

出
金
詔
書
歌
に
記
さ
れ
た
「
賀
」
と
同
意
識
に
よ
っ
て
な
る
も
の
で
あ
っ

て
、
お
ざ
な
り
に
で
き
な
い
表
現
な
の
で
あ
る（

（1
（

。
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２
に
類
似
し
て
い
る
。
老
人
星
と
は
り
ゅ
う
こ
つ
座
の
カ
ノ
ー
プ
ス
の
こ
と
で

あ
る
。
シ
リ
ウ
ス
に
次
ぐ
明
る
さ
を
持
ち
、
南
半
球
で
は
よ
く
見
え
る
星
で
あ

る
も
の
の
、
華
北
か
ら
見
る
と
空
の
か
な
り
低
い
位
置
ま
で
し
か
上
ら
ず
、
し

か
も
赤
み
を
帯
び
た
暗
い
光
と
な
り
見
え
難
い
星
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
見
た
者
は
長
寿
に
恵
ま
れ
る
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
藝
文
類
聚
』
に
は
、
晋
代
の
「
老
人
星
」
を
「
賀
」
く
表
が
集
中
し
て
収

載
さ
れ
て
い
る
。

晉
傅
玄
賀
老
人
星
表
曰
。
老
人
星
見
。
揮
景
光
明
。
聖
主
壽
延
。
享
祚
元

吉
。
自
天
之
祐
。
莫
不
抃
舞
。　

又
賀
老
人
星
表
曰
。
老
人
星
見
。
體
色

光
明
。
嘉
占
元
吉
。
弘
無
量
之
祐
。
隆
克
昌
之
祚
。
普
天
同
慶
。
率
土
含

歡
。　

晉
卞
壼
賀
老
人
星
表
曰
。
陛
下
聖
德
應
乾
。
嘉
瑞
屢
臻
。
玄
象
垂
耀
。

老
人
啓
徵
。
萬
壽
無
疆
。　

晉
王
述
慶
老
人
星
表
曰
。
老
人
星
見
。
光
色

明
朗
。
玄
象
暉
煥
。
表
爾
休
祥
。
率
土
民
庶
。
慶
賴
罔
極
。　

北
齊
邢
子

才
賀
老
人
星
表
曰
。
冥
貺
未
已
。
靈
應
猶
臻
。
以
某
夜
老
人
星
見
。
達
旦

揚
光
。
經
旬
未
滅
。
雖
三
星
共
色
。
五
老
同
遊
。
擬
之
於
此
。
故
無
與
匹
。

自
非
玄
風
感
極
。
聖
敬
迴
天
。
何
能
使
休
徵
祕
祉
。
相
尋
而
至
。
故
以
朝

夕
相
趍
。
史
無
停
筆
。　
　
　
　
　
（『
藝
文
類
聚
』
巻
第
一
・
天
部
上（

（2
（

）

「
表
」
は
臣
下
か
ら
皇
帝
へ
の
上
奏
文
で
あ
り
、「
老
人
星
」
が
見
え
た
こ
と

が
い
か
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ

賢け
ん

を
一い

つ

に
す
。
令れ

い

節せ
つ

黄こ
う

地ち

を
調と

と
の

え
、
寒か

ん

風ぷ
う

碧へ
き

天て
ん

に
変か

わ
る
。
已す

で

に
螽

ち
ゅ
う

斯し

の

徴ち
ょ
うに
応お

う

じ
、
何な

ん

ぞ
須す

べ
か

ら
く
太た

い

玄げ
ん

を
顧か

え
り

み
ん
。

（
伊
予
連
古
麻
呂　

一
〇
七
番
詩
）

五
言
。
賀
五
八
年
宴
。

万
秋
長
貴
戚
。
五
八
表
遐
年
。
真
率
無
前
役
。
鳴
求
一
愚
賢
。

令
節
調
黄
地
。
寒
風
変
碧
天
。
已
応
螽
斯
徴
。
何
須
顧
太
玄
。

い
ず
れ
も
四
十
歳
を
慶
賀
す
る
賀
算
詩
で
、
年
・
賢
・
天
・
玄
と
同
じ
韻
字

で
あ
り
、「
何
ぞ
用
い
ん
子
雲
の
玄
」（
六
十
四
番
詩
）「
何
ぞ
須
ら
く
太
玄
を

顧
み
ん
」（
一
〇
七
番
詩
）
と
ど
ち
ら
も
「
玄
」（
楊
雄
『
太
玄
経
』）
は
必
要

な
い
と
し
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
宴
席
で
の
作
と
み
ら
れ
て
い

る
。
賀
算
の
祝
い
は
『
論
語
』
為
政
篇
を
参
考
に
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
賀
算
詩
は
『
懐
風
藻
』
に
は
あ
る
も
の
の
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
に
広

く
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

た
だ
、
次
の
よ
う
な
例
は
み
ら
れ
る
。

賀
老
人
星
詩

瑞
動
星
光
照
。
化
穆
月
輪
重
。
庶
徴
符
祉
籙
。
将
以
贊
時
雍
。

（『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
北
齊
詩
巻
一
・
邢
邵（

（1
（

）

「
老
人
星
」
を
「
賀
」
く
詩
と
あ
り
、
題
の
あ
り
方
と
し
て
当
該
の
例
１
・
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大
伴
氏
と
し
て
の
強
烈
な
自
負
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
表
現

は
『
万
葉
集
』
中
に
二
例
し
か
な
く
、
先
行
す
る
の
は
、
山
上
憶
良
の
「
貧
窮

問
答
歌
一
首
」（
巻
五
・
八
九
二
番
歌
）
で
あ
り
、
家
持
が
憶
良
歌
に
学
ん
だ

と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
短
歌
に
み
え
る
「
於お

久く

都つ

奇き

」（
四
〇
九
六
番
歌
）
と
は
、
墓
を

意
味
す
る
語
で
あ
る
が
、『
万
葉
集
』
中
七
例
の
う
ち
、
家
持
歌
二
例
の
ほ
か

は
す
べ
て
伝
説
を
題
材
と
し
た
歌
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

過
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
時
山
部
宿
祢
赤
人
作
歌
一
首
并
短
歌

（
巻
三
・
四
三
一
、
四
三
二
）

悲
緒
未
息
更
作
歌
五
首
（
巻
三
・
四
七
四
）【
家
持
亡
妾
歌
群
第
五
首
】

過
葦
屋
處
女
墓
時
作
歌
一
首
并
短
歌
（
巻
九
・
一
八
〇
一
、
一
八
〇
二
）

詠
勝
鹿
真
間
娘
子
歌
一
首
并
短
歌
（
巻
九
・
一
八
〇
七
）

見
菟
原
處
女
墓
歌
一
首
并
短
歌
（
巻
九
・
一
八
一
〇
）

賀
陸
奥
國
出
金
詔
書
歌
一
首
并
短
歌
（
巻
十
八
・
四
〇
九
六
）【
当
該
歌
】

追
同
處
女
墓
歌
一
首
并
短
歌
（
巻
十
九
・
四
二
一
一
）

「
遠
つ
神
祖
」
の
墓
で
あ
る
こ
と
か
ら
伝
説
歌
的
な
表
現
を
用
い
た
と
し
て

も
矛
盾
は
し
な
い
が
、
巻
三
・
四
七
四
番
歌
の
亡
妻
挽
歌
に
つ
い
て
は
少
々
異

例
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
歌
語
を
選
択
し
た
家
持
の
意
図
は
、「
悲
緒

未
息
更
作
歌
」
と
い
う
題
に
も
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
謝

に
せ
よ
こ
れ
ら
の
「
賀
―
」
題
で
示
さ
れ
た
の
は
す
べ
て
長
寿
を
言
祝
ぐ
内
容

で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
家
持
は
、「
五
八
年
」
や
「
老
人
星
」
で
は

な
く
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
と
「
雨
落
」
と
を
言
祝
い
だ
。「
賀
―
」
題
の
枠

組
み
を
用
い
な
が
ら
、
独
自
の
文
芸
作
品
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
再
度
、「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

従
来
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
宣
命
第
十
二
詔
・
第
十
三
詔
に
み
え
る
文
言
と

家
持
歌
の
表
現
と
の
近
似
か
ら
い
っ
て
、
直
接
の
影
響
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
得
な
い
。
た
と
え
ば
後
世
に
軍
歌
と
し
て
転
用
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
、
四
〇
九
四
番
歌
の
「
海
行
か
ば　

水
浸
く
屍　

山
行
か
ば　

草
生
す
屍　

大
君
の　

辺
に
こ
そ
死
な
め　

顧
み
は
せ
じ
」
と
あ
る
部
分
は
、
宣
命
第
十
三

詔
の
「
海
行
か
ば　

み
づ
く
屍
、
山
行
か
ば　

草
む
す
屍
、
王
の
へ
に
こ
そ
死

な
め
、
の
ど
に
は
死
な
じ
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

他
方
で
、
第
十
三
詔
に
お
い
て
は
仏
教
と
歴
代
天
皇
の
聖
徳
の
お
か
げ
で
国

内
か
ら
金
が
産
出
し
た
と
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
家
持
の
出
金
詔
書
歌
に
お
い

て
は
、
仏
教
的
な
文
言
は
影
を
ひ
そ
め
、
皇
統
讃
美
と
と
も
に
「
遠と

ほ

都つ

神か
む

祖お
や

（
等と

保ほ

追つ

可か

牟む

於お

夜や

）」
と
い
っ
た
当
該
歌
の
み
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
、
大

伴
氏
の
祖
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

ま
た
、「
和わ

礼れ

乎を

於お

吉き

弖て　

比ひ

等と

波は

安あ

良ら

自じ

等と

」
と
い
う
表
現
に
お
い
て
も
、
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１
３
世
紀
末
頃	

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
『
東
方
見
聞
録
』

　

１
５
４
６
（
天
文
一
五
）	

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
交
易

　

１
５
８
２
（
天
正
一
〇
）	

天
正
遣
欧
少
年
使
節
団

　

１
５
９
２
（
文
禄
元
）	

ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
『
航
海
宝
鑑
』

　

１
５
９
６
（
慶
長
元
）	

リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
『
東
方
案
内
記
』

　

１
６
１
０
（
慶
長
一
五
）	

ノ
ー
ル
ト
『
世
界
一
周
紀
行
』

　

１
６
１
３
（
慶
長
一
八
）	

慶
長
遣
欧
使
節
団

　

１
６
２
１
（
元
和
七
）	

ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
『
世
界
帝
国
誌
』
※
「
日
本
王
国
志
」
掲
載

　

１
６
４
１
（
寛
永
一
八
）	

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
出
島
へ
移
す

　

１
６
４
５
（
正
保
元
）	

カ
ロ
ン
『
日
本
大
王
国
志
』

　

１
６
７
６
（
延
宝
四
）	

ス
ト
ラ
イ
ス
『
三
大
旅
行
記
』

	

ス
ハ
ウ
テ
ン
『
東
イ
ン
ド
紀
行
』

　

１
７
２
７
（
享
保
一
二
）	

ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』

　

１
８
２
０
（
文
政
三
）	

テ
ィ
チ
ン
グ
『
幕
府
治
下
見
聞
奇
聞
録
』

　

１
８
２
６
（
文
政
九
）	

シ
ー
ボ
ル
ト
が
葛
飾
北
斎
に
作
品
を
依
頼

　

１
８
３
０
（
天
保
元
）	

シ
ー
ボ
ル
ト
が
『
萬
葉
拾
穂
抄
』
を
舶
載
し
帰
国

　

１
８
３
４
（
天
保
五
）	

テ
ィ
チ
ン
グ
／
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト『
日
本
王
代
一
覧
』

　

１
８
５
３
（
嘉
永
六
）	

黒
船
来
航

　

１
８
５
４
（
安
政
元
）	

日
米
和
親
条
約

　

１
８
５
８
（
安
政
五
）　

日
仏
修
好
通
商
条
約

　

１
８
６
２
（
文
久
二
）	

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
（
文
久
遣
欧
使
節
団
）

靈
運
「
長
歌
行
」
に
「
覽
物
起
悲
緒
，
顧
己
識
憂
端
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
悲

緒
」
は
中
国
詩
文
に
お
け
る
語
彙
で
あ
り
、
家
持
に
と
っ
て
は
取
り
入
れ
る
べ

き
歌
の
題
材
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
家
持
は
中
国
文
学
に
造
詣
が
深
く
、
歌
友

で
あ
っ
た
大
伴
池
主
と
の
贈
答
歌
群
（
巻
十
七
・
三
九
六
五
～
三
九
六
八
）
に

お
い
て
、短
歌
を
「
倭
詩
」
と
意
義
付
け
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
伴
家
持
は
越
中
多
作
期
に
お
い
て
「
陸
奥
国
出
金

詔
書
」
や
「
雨
落
」
を
材
と
し
て
「
賀
」
く
と
題
し
、
天
皇
の
聖
徳
を
顕
彰

し
つ
つ
、「
我
を
お
き
て
人
は
あ
ら
じ
」
と
強
烈
な
自
負
心
を
表
現
し
て
み
せ
、

い
わ
ば
中
国
文
学
を
咀
嚼
し
た
う
え
で
の
新
た
な
文
化
を
創
出
し
よ
う
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

三　

出
金
詔
書
歌
の
海
外
に
お
け
る
享
受

時
代
は
下
っ
て
、
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
万
葉

歌
が
前
掲
の
家
持
の
出
金
詔
書
歌
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。

当
時
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
（
日
本
趣
味
）
が
一
大
潮
流
を
な
し
て
お
り
、
一
般

的
に
は
美
術
工
芸
品
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
あ
わ
せ
て
文
学
に

お
け
る
動
向
も
注
目
さ
れ
る
。
主
な
関
連
事
項
を
年
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る（

（2
（

。



―35―

一
八
五
四
年
の
開
国
後
に
日
本
文
化
が
欧
米
に
紹
介
さ
れ
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が

隆
盛
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
日
本
と
の
交
易
が
始
ま
っ
た
十
六
世

紀
に
は
、
欧
州
の
一
部
の
人
々
の
間
に
貿
易
相
手
と
し
て
の
日
本
の
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
日
本
語
の
書
籍
に
つ
い
て
は
、

十
七
世
紀
初
め
に
平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
関
係
者
が
持
ち
帰
っ
た
の
が
も
っ
と

も
早
い
例
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

絵
画
や
美
術
工
芸
品
と
は
違
い
、
文
学
の
享
受
に
は
言
語
の
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
が
、
一
八
二
〇
年
に
は
テ
ィ
チ
ン
グ
が
『
幕
府
治
下
見
聞
奇
聞
録
』
に
お

い
て
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』
に
言
及
し（

（2
（

、
一
八
三
〇
年
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が

『
萬
葉
拾
穂
抄
』（
一
六
八
六
年
刊
）
を
舶
載
し
て
帰
国
の
途
に
つ
き（

（2
（

、
一
八

三
四
年
に
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
テ
ィ
チ
ン
グ
訳
・
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
註
に
よ
る
フ

ラ
ン
ス
語
訳
『
日
本
王
代
一
覧
』
で
万
葉
歌
が
初
め
て
欧
米
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
、
一
八
五
一
年
に
プ
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ア
ー
に
よ
る
『
日
本

古
代
詩
の
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
黒
船
来
航
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、

す
で
に
貿
易
相
手
国
の
情
報
を
得
る
目
的
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、
異
文

化
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
日
本
王
代
一
覧
』（
一
八
三
四
年
）
は
、
在
日
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
で
あ
っ
た
テ
ィ
チ
ン
グ
（
一
七
四
五
～
一
八
一
二
年
）
が
、
林
鵞
峯
の

『
日
本
王
代
一
覧
』（
一
六
五
二
年
）
を
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
本
木
良
永
や
吉
雄

幸
作
ら
の
助
力
を
得
て
翻
訳
し
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
を
、
テ
ィ
チ
ン

グ
の
没
後
に
、
ド
イ
ツ
の
東
洋
学
者
ユ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
（
一
七
八
三

　

１
８
６
６
（
慶
応
元
）	

マ
ネ
『
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
肖
像
』

　

１
８
６
７
（
慶
応
三
）	

パ
リ
万
国
博
覧
会
（
幕
府
・
薩
摩
藩
・
佐
賀
藩
）

	

【
大
政
奉
還
】

　

１
８
６
８
（
明
治
元
）	

「
明
治
」
改
元
、「
江
戸
」
を
「
東
京
」
に
改
称

　

１
８
７
１
（
明
治
四
）	

ロ
ニ
ー
『
詩
歌
撰
葉
』

	
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
『
昔
の
日
本
の
物
語
』

　

１
８
７
２
（
明
治
五
）	

プ
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
『
万
葉
集
の
詩
』

　

１
８
７
３
（
明
治
六
）	

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
（
日
本
初
公
式
参
加
）

　

１
８
７
６
（
明
治
九
）	

モ
ネ
『
ラ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
』

　

１
８
８
０
（
明
治
一
三
）	

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』

　

１
８
８
３
（
明
治
一
六
）	

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
古
事
記
』

　

１
８
８
５
（
明
治
一
八
）	

ブ
ラ
ウ
ン
ス
『
日
本
の
昔
話
と
伝
説
』

	

ギ
ル
バ
ー
ト
＆
サ
リ
バ
ン
『
ミ
カ
ド
』

	

※
ち
り
め
ん
本
（
欧
文
挿
絵
本
）
の
刊
行
開
始

　

１
８
８
７
（
明
治
二
〇
）	

ゴ
ッ
ホ
『
花
魁
』

　

１
８
９
４
（
明
治
二
七
）	

フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
『
東
の
国
か
ら
の
詩
の
挨
拶
』

　

１
８
９
６
（
明
治
二
九
）	

ア
ス
ト
ン
『
日
本
書
紀
』

	

ゴ
ン
ク
ー
ル
『
北
斎
』

　

１
８
９
８
（
明
治
三
一
）	

岡
崎
遠
光
『
万
葉
集
―
美
的
研
究
―
』（
独
語
）

　

１
９
０
４
（
明
治
三
七
）	

プ
ッ
チ
ー
ニ
『
蝶
々
夫
人
』
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Le 4
e m

ois de la 4e année(752), eut lieu l'inspiration
2 de 

l'im
age du D

aï Bouts, auquel on offrit un banquet.A
 cette 

occasion, l'im
pératrice alla au tem

ple T
ôdaïsi, accom

pagnée 

d'une pom
pe égale

à celle qui est en usage au jour de l'an.A
 

son retour, elle visita le　

D
aïnagon Fousiw

ara-no N
aka m

aro 

(T
heng yuan T

choung m
a liu).　

Par estim
e pour sa personne 

et en récom
pense de ses bons services,　

elle resta pendant 

quelque tem
ps chez lu

i

（
（2
（.

内
容
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
四
年
が
西
暦
七
五
二
年
に
該

当
す
る
こ
と
や
、「
藤
原
仲
麻
呂
」
の
中
国
語
発
音
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
脚
注
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
と
家
持
の
万
葉
歌
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

O
n lit dans le M

anyo zio (W
an ye tsy), quiest un recueil 

d'anciens poèm
es par T

utsi bana no M
oroyè (K

iu tchou 

hioung):

Le 12
e jour de la 5

e lune de la 21
e des années T

en pe,　

le 

prince de Y
etsiou, pour com

plim
enter le D

aïri sur la 

découverte de l'or, fit les vers

suivans
:

～
一
八
三
五
年
）
が
、
神
話
や
以
降
の
歴
史
を
付
加
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳

し
刊
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
本
書
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、同
国
内
で
の
日
本
歴
史
の
理
解
度
が
増
進
し
、の
ち
の
世
代
の
レ
オ
ン
・

ド
・
ロ
ニ
ー
ら
の
日
本
研
究
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
る（

（2
（

。

原
著
で
あ
る
『
日
本
王
代
一
覧
』
は
、
神
武
天
皇
か
ら
正
親
町
天
皇
ま
で
の

一
〇
七
代
に
わ
た
る
天
皇
の
主
な
事
跡
に
つ
い
て
記
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の

孝
謙
天
皇
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

四
年
四
月
大
佛
開カ

イ

眼ゲ
ン

供ク

養ヤ
ウ

。
天
皇
東
大
寺
へ
行
幸
ス

百
官
供ク

奉フ

其
儀キ

式シ
キ

元

日
ニ
同
シ　

天
皇
寺
ヨ
リ
皈
ル
時
。
大
納
言
藤
原
ノ

仲
麻
呂
ガ
田
村
ノ
家

ニ
入
給
ヒ
テ
。
其
處
ヲ
御
在サ

イ

所
ト
セ
ラ
ル
。
仲
麻
呂
寵テ

ウ

臣
タ
ル
故
ナ
リ（

（2
（

孝
謙
天
皇
代
の
天
平
勝
宝
四
年
四
月
に
大
仏
開
眼
供
養
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

の
際
に
天
皇
は
東
大
寺
へ
行
幸
し
百
官
が
供
奉
し
て
元
日
同
様
の
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
帰
途
に
藤
原
仲
麻
呂
邸
に
寄
り
御
在
所
と
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
、
そ
れ
は
仲
麻
呂
が
寵
臣
で
あ
っ
た
故
だ
と
記
し
て
い
る
。『
続
日
本

紀
』
巻
第
十
八
の
天
平
勝
宝
四
年
四
月
条
を
要
約
し
た
内
容
に
、
藤
原
仲
麻
呂

が
寵
臣
で
あ
っ
た
か
ら
天
皇
が
御
在
所
と
し
た
の
だ
と
い
う
解
釈
を
加
え
た
か

た
ち
で
あ
る
。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
版
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
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同
書
が
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
さ
れ
た
際
の
主
眼
は

日
本
の
歴
史
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
中
で
、
テ
ィ
チ
ン
グ
か

ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
か
が
原
著
に
は
な
か
っ
た
家
持
歌
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ

の
真
意
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
口
承
に
よ
る
和
歌
の
発
音
を
記
し
た
と
す

れ
ば
、
日
本
語
の
発
音
や
和
歌
と
い
う
文
学
形
式
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
氏
前
掲
書
に
拠
れ
ば
、
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
は
語
学
の
天
才
で
あ

り
、
独
学
で
中
国
語
に
通
じ
、
来
日
歴
は
な
い
も
の
の
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日

本
語
を
教
え
て
い
た
新
蔵
と
い
う
日
本
人
に
日
本
語
を
学
ん
だ
と
い
う
。
新
蔵

は
大
黒
屋
光
太
夫
の
同
僚
水
夫
で
、
と
も
に
ロ
シ
ア
に
漂
着
し
た
後
、
ロ
シ
ア

正
教
に
改
宗
し
当
地
に
家
族
を
得
て
永
住
し
た
人
物
と
あ
る
。
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト

が
記
し
た
奇
妙
な
家
持
歌
は
、
新
蔵
が
暗
唱
し
て
い
た
歌
を
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
が

耳
で
聞
こ
え
た
と
お
り
に
記
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
「M

anyo zio

」
と
表
記
し
、さ
ら
に
「（W

an 

ye tsy

）」
と
あ
り
、
同
じ
文
字
列
を
中
国
語
発
音
で
も
記
し
た
と
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
東
洋
の
言
語
へ
の
興
味
関
心
が
極
め
て
高
か
っ
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
。

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
当
該
歌
の
左
注
に
は
「
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二

日
に
、
越
中
国
の
守
の
館
に
し
て
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
」
と
あ
っ
た
。
ク
ラ

プ
ロ
ー
ト
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
版
で
は
、
五
月
十
二
日
と
い
う
日
付
は
同
じ

も
の
の
天
平
二
十
一
年
と
説
明
さ
れ
て
い
る
点
で
、『
万
葉
集
』
の
記
述
に
基

So
e m

e ro ghi

N
i m

io sa ki yen to

A
zou m

a na ro

M
outsi-no kou yam

a ni

K
a ga ne fana sako.

「M
anyo zio

」（
万
葉
集
）
が
「T

utsi bana no M
oroyè

」（
橘
諸
兄
）

に
よ
る
歌
集
で
あ
り
、
そ
の
中
で
天
平
二
十
一
年
五
月
十
二
日
に
金
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
詠
ま
れ
た
歌
と
し
て
、
歌
一
首
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
歌
は
、
大
伴
家
持
に
よ
る
出
金
詔
書

歌
の
第
三
反
歌
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
次
に
再
掲
し
て
お
く
。

天す
め
ろ
き皇

の
御み

よ代
栄
え
む
と
東あ

づ
ま

な
る
陸み

ち
の
く
や
ま

奥
山
に
黄く

が
ね金

花
咲
く

（
巻
十
八
・
四
〇
九
七
）

ス
メ
ロ
キ
ノ
が
「So

e m
e ro ghi 

／N
i

」、
ミ
ヨ
サ
カ
エ
ム
ト
が
「m

i 

o
sa ki yen to

」、
ア
ヅ
マ
ナ
ル
が
「A

zou m
a na ro

」、
ミ
チ
ノ
ク
ヤ
マ

ニ
が
「M

outsi-no kou yam
a ni

」、
ク
ガ
ネ
ハ
ナ
サ
ク
が
「K

a ga ne fana 

sako

」
と
対
応
し
て
い
る
。
現
代
か
ら
み
る
と
奇
妙
な
発
音
と
い
わ
ざ
る
を
得

ず
、
こ
の
こ
と
は
、
書
籍
等
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
口
承
に
よ
る
歌
を
聞
き

記
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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こ
う
し
た
言
説
は
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
林
宗
甫
『
大
和
名

所
記
（
和
州
旧
蹟
幽
考
）』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
書
第

二
巻
の
添
上
郡
「
東
大
寺
」
の
項
に
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
大
伴

家
持
の
出
金
詔
書
歌
第
三
反
歌
の
み
が
単
独
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

近
世
に
お
け
る
東
大
寺
の
大
仏
開
眼
会
へ
の
知
識
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
日
本

王
代
一
覧
』
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。「
天
平
二
十
一
年
」
と

い
う
年
号
が
登
場
す
る
点
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、「
五
月
十
二
日
」
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
情
報
は
『
大
和
名

所
記
（
和
州
旧
蹟
幽
考
）』
に
も
『
大
和
名
所
図
会
』
に
も
な
い
。

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
版
の
注
に
『
万
葉
集
』
の
編

者
と
し
て
橘
諸
兄
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』（
十
一
世

紀
頃
）「
月
の
宴
」
の
巻
な
ど
に
基
づ
い
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
説
で
あ
り
、
最

初
の
全
歌
注
釈
書
で
あ
っ
た
北
村
季
吟
『
萬
葉
拾
穂
抄
』（
一
六
九
〇
年
刊
）

で
も
、『
古
来
風
体
抄
』（
一
一
九
七
年
）
の
記
述
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
支
持
さ

れ
て
い
た
。

『
萬
葉
拾
穂
抄
』
と
い
え
ば
、
先
述
の
と
お
り
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
刊
行
さ
れ

る
四
年
前
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
っ
た
書
で
あ
る
。
同
書
は
ラ
イ
デ
ン
大
学

の
蔵
書
と
な
っ
た
時
点
で
表
紙
に
「
橘
諸
兄
公
集
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る((3

(
。
全
歌
の
注
釈
書
で
あ
り
、
題
詞
や
左
注
の
内
容
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
家
持
歌
が
「
五
月
十
二
日
」
に
詠
ま
れ
た
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
に

づ
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

新
蔵
が
『
万
葉
集
』
を
読
ん
で
当
該
歌
を
暗
唱
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑

問
も
あ
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
む
し
ろ
『
大
和
名
所
図
会
』（
一
七
九
一
年
）
等

で
知
り
得
た
知
識
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

『
大
和
名
所
図
会
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

又ま
た

舎し
ゃ

那な

の
大だ

い

像ざ
う

を
金こ

ん

色じ
き

と
な
す
べ
き
黄わ

う

金ご
ん

を
あ
つ
め
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
本ほ

ん

朝て
う

い
ま
だ
黄わ

う

金ご
ん

な
し
。
御み

門か
ど

和わ

州し
う

金き
ん

峯ぶ

山せ
ん

の
金こ

ん

剛が
う

蔵ざ
う

王わ
う

に
祈い

の

り
て
、
か
の

山や
ま

の
黄わ

う

金ご
ん

を
得え

て
箔は

く

の
た
す
け
と
せ
よ
と
、
良

り
や
う

弁べ
ん

僧そ
う

正じ
や
う

勅ち
よ
く

を
蒙か

う
む

り
、
丹た

ん

誠せ
い

に
祈い

の

り
し
か
ば
、
蔵ざ

う

王わ
う

の
御お

ん

告つ
げ

あ
り
、
そ
の
霊れ

い

瑞ず
ゐ

に
ま
か
せ
、
近あ

ふ
み
の江
國く

に

瀬せ

多た
の

里さ
と

に
行ゆ

き
し
が
、
老ら

う

翁を
う

石せ
き

上じ
や
うに

釣つ
り

た
る
ゝ
あ
り
。（
中
略
）

い
く
ほ
ど
な
く
し
て
天て

ん

平ぴ
や
う

二
十
一
年ね

ん

二
月ぐ

わ
つ、
奥あ

う

州し
う

よ
り
は
じ
め
て
黄わ

う

金ご
ん

を
奉

た
て
ま
つり

し
か
ば
、
帝

み
か
ど

叡え
い

感か
ん

ま
し
〳
〵
て
、
同

お
な
じ
き

四
月ぐ

わ
つ

に
改か

い

元げ
ん

あ
り
、
天て

ん

平
ぴ
や
う

感か
ん

宝ぱ
う

元ぐ
わ
ん

年ね
ん

と
号が

う

す
。
後の

ち

に
感か

ん

を
勝し

ょ
う

と
改あ

ら
た

む
。〔
続
日
本
紀
〕。
此こ

の

時と
き

よ
め

る
歌う

た

。

萬　

葉す
べ
ら
き
の
御み

代よ

さ
か
え
ん
と
あ
づ
ま
な
る
陸み

ち

奥の
く

山や
ま

に
こ
が
ね
花は

な

咲さ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　
　

持

（『
大
和
名
所
図
会
』
巻
一((3

(

）

金
峯
山
の
金
剛
蔵
王
に
祈
り
、
中
略
箇
所
で
は
石
山
寺
に
つ
い
て
触
れ
る
。
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と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
十
九
世
紀
の
パ

リ
に
お
い
て
、
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
訳
『
日
本
王
代
一
覧
』
の
注
と
い
う
か
た
ち
で

新
た
な
文
化
的
創
造
物
と
し
て
結
実
し
た
。

十
九
世
紀
の
代
表
的
な
日
本
学
者
に
よ
っ
て
『
万
葉
集
』
が
翻
訳
さ
れ
た
際

に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
欧
米
と
は
異
な
る
形
式
を
持
つ
詩
歌
の
伝
統
に
日
本

文
化
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
た
点
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
『
万
葉
集
』
に
並
々

な
ら
ぬ
興
味
を
抱
き
、
後
世
の
詩
歌
も
紹
介
す
る
も
の
の
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
万

葉
歌
に
割
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る((3

(

。
プ
フ
ィ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
『
万
葉
集
の
詩
』（
一

八
七
二
年
、
ド
イ
ツ
語
）
に
至
っ
て
は
、『
万
葉
集
』
の
み
の
抄
訳
本
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
と
「
謡
曲
」
か
ら

な
る
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』（
一
八
八
〇
年
）
を
刊
行
し
た
後
に
、『
古
事
記
』

（
一
八
八
三
年
）
も
翻
訳
出
版
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ア
ス
ト

ン
の
『
日
本
書
紀
』（
一
八
九
六
年
）
と
と
も
に
、
最
初
期
の
記
紀
の
英
訳
本

と
し
て
現
在
で
も
有
益
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
た
だ
過
去
の
あ
る
い
は
海
彼
に
お
け
る
問
題
で
は
な
く
、
日
本
語

を
母
語
と
す
る
現
代
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
根
源
的
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
翻
訳
と
は
、
異
文
化
に
根
ざ
し
た
異
言
語
を
い
か
に
伝
え
る
か
と
い
う
困

難
に
立
ち
向
か
う
行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
常
に
元
の
作
品
と
同
一
で
は
な
く
、

単
な
る
逐
語
訳
で
も
な
く
、
い
わ
ば
第
三
の
ま
っ
た
く
新
し
い
文
学
作
品
が
生

ま
れ
出
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
文
化
的
な
創
造
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
、
古
代
日
本
に
お
け
る
大
伴
家
持
の
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
も
ま

な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
が
水
夫
で
あ
っ
た
新
造
の

口
ず
さ
ん
だ
万
葉
歌
を
、
東
洋
の
言
語
へ
の
興
味
関
心
の
高
さ
か
ら
耳
で
聞
い

た
ま
ま
の
音
と
し
て
記
録
し
、
一
方
で
自
ら
が
知
り
得
た
『
万
葉
集
』
の
知
識

を
付
加
し
て
注
を
記
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、『
万
葉
集
』
か
ら
派
生
し
た
一
種
の
文
化
的
な
創
造

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
は
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
な
機
会
に
『
万
葉
集
』
の
知
識
を
得
ら

れ
た
か
な
ど
、
論
拠
に
欠
け
る
点
が
い
ま
だ
多
々
あ
る
が
、
一
応
の
仮
説
と
し

て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
日
本
王
代
一
覧
』
に
は
「
孝
謙
天
皇
」「
天
平
勝

寶
」
な
ど
の
漢
字
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、
ひ
ら
が
な
は
見
出
せ
な
い
。
十

五
世
紀
以
降
の
欧
米
の
印
刷
技
術
は
金
属
活
字
を
主
体
と
し
て
お
り((3

(

、
こ
の
当

時
、
パ
リ
の
出
版
社
が
清
国
等
か
ら
漢
字
の
活
字
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
ま
だ
ひ
ら
が
な
の
活
字
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

古
代
日
本
に
お
い
て
、
大
伴
家
持
が
中
国
文
化
に
根
ざ
し
た
中
国
文
学
を
咀

嚼
し
創
造
し
た
新
し
い
文
芸
作
品
と
し
て
の
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
は
、

時
を
隔
て
て
江
戸
時
代
に
は
第
三
反
歌
の
み
が
東
大
寺
の
大
仏
改
元
会
時
の
歌
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た
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
現
象
と
し
て
は
個
人
の
営
為
と
し
て
発
現
し
た

が
、
古
代
と
近
代
と
い
う
と
も
に
日
本
文
化
が
外
国
文
化
と
大
規
模
に
接
す
る

こ
と
と
な
っ
た
時
代
に
、
両
文
化
の
対
比
を
と
お
し
て
価
値
観
の
転
換
が
も
た

ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
十
九
号
、
一
九
九
四
年
十
月
）、
な
ど

（
５
）
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学

大
系
14 

続
日
本
紀 

三
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年

（
６
）
小
野
寛
「
陸
奥
国
に
金
を
出
だ
す
詔
書
を
賀
く
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
〈
第
八

集
〉』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）、「
家
持
の
皇
統
讃
美
の
表
現
―
『
あ
ま
の

ひ
つ
ぎ
』
―
」『
大
伴
家
持
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）、
辰
巳
正
明

「
天
の
日
嗣
と
天
皇
神
学
」『
折
口
信
夫　

東
ア
ジ
ア
文
化
と
日
本
学
の
成
立
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）、
な
ど

（
７
）
遠
山
一
郎
「
天
皇
神
話
の
到
達
点
」『
天
皇
神
話
の
形
成
と
万
葉
集
』（
塙
書
房
、

一
九
九
八
年
）、
青
木
周
平
「
葦
原
水
穂
国
か
ら
葦
原
中
国
へ
」『
記
紀
・
風

土
記
論
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
）、
な
ど

（
８
）
山
本
健
吉
『
大
伴
家
持
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
）、
上
田
正
昭
「
大
伴

の
門
と
家
持
」（『
国
文
学
』
第
二
一
巻
五
号
、一
九
七
六
年
）、多
田
一
臣
「
陸

奥
国
出
金
詔
書
歌
と
家
持
」（『
大
伴
家
持
―
古
代
和
歌
表
現
の
基
層
―
』
一

九
九
四
年
）、
な
ど

（
９
）
川
上
富
吉
「
大
伴
家
持
の
系
図
意
識
」（『
白
路
』
一
九
―
二
号
、一
九
六
四
年
）、

山
本
健
吉『
大
伴
家
持
』（
筑
摩
書
房
、一
九
七
一
年
）、北
山
茂
夫『
大
伴
家
持
』

（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）、
市
瀬
雅
之
「
天
平
感
宝
元
年
四
月
一
日
の
聖
武

天
皇
―
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
の
成
立
背
景
と
し
て
―
」（『
高
岡
市
万

葉
歴
史
館
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）、
同
「
天
平
感
宝
元
年
五
月

十
二
日
の
家
持
」
―
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
の
成
立
―
」（『
中
京
国
文
学
』

第
十
五
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）、
な
ど

（
10
）
鉄
野
昌
弘
「「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
論
」（『
萬
葉
』
第
百
五
十
五
号
、
一

九
九
五
年
十
一
月
）、
廣
川
晶
輝
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」（『
万
葉
歌

人
大
伴
家
持
―
作
品
と
そ
の
方
法
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三

年
）、
な
ど

（
11
）
辰
巳
正
明
「
万
葉
集
と
主
題
論
」『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九

注
（
１
）
七
一
八
年
生
ま
れ
。
生
年
は
『
公
卿
補
任
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
「
六
十
四
」

歳
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
。
ほ
か
に
七
一
六
年
、
七
一
七
年
説
な
ど
も
あ
る
。

（
２
）
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
数
え
て
一
五
〇
年
目
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

る
内
閣
府
主
導
の
施
策
の
一
環
。
当
館
で
は
二
〇
一
八
年
八
月
五
日
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
を
開
催
し
、
学
習
院
大
学
教

授
の
加
藤
耕
義
氏
に
「
日
本
の
昔
話
・
伝
説
・
神
話
の
明
治
期
ド
イ
ツ
語
訳

―
ダ
ー
フ
ィ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
ス
『
日
本
の
昔
話
と
伝
説
』（1885

）
―
」、
明

治
学
院
大
学
教
授
の
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
氏
に
「
明
治
時
代
の
『
平
家
物
語
』

の
外
国
語
訳
」
と
題
し
て
基
調
報
告
を
い
た
だ
き
、
筆
者
が
進
行
役
を
務
め

て
『
万
葉
集
』
の
翻
訳
事
例
に
も
触
れ
つ
つ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ

た
。

（
３
）『
万
葉
集
』
は
原
則
と
し
て
、中
西
進
編
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
、

一
九
七
八
年
）
に
拠
る
。

（
４
）
伊
藤
博
「
家
持
の
芸
―
預
作
讃
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法

（
下
）』、
小
野
寛
「
家
持
と
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」『
大
伴
家
持
研
究
』、
川
口

常
孝
「
黄
金
出
土
の
詔
書
を
賀
く
歌
」『
大
伴
家
持
』、針
原
孝
之
「
吉
野
讃
歌
」

『
越
路
の
家
持
』、
菊
池
威
雄
「
天
平
の
時
代
思
潮
と
出
金
詔
―
家
持
の
賀
出

金
詔
書
歌
の
序
説
と
し
て
―
」（『
美
夫
君
志
』
第
四
十
八
号
、
一
九
九
四
年

三
月
）、
同
「
寿
歌
の
変
容
―
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
―
」（『
美
夫
君
志
』
第
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八
七
年

（
12
）
鉄
野
昌
弘
「「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
論
」『
萬
葉
』
第
百
五
十
五
号
、
一

九
九
五
年

（
13
）
鉄
野
昌
弘
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品

　

第
八
巻　

大
伴
家
持
（
一
）』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年

（
14
）
巻
第
七
部
立
名
「
賀
歌
」
頭
注
／
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
訳
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
11　

古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

（
15
）
東
茂
美
「
家
持
の
北
越
小
旱
歌
そ
の
周
辺
」『
九
州
大
谷
国
文
』
二
〇
号
、
一

九
九
一
年

  

佐
藤
隆
「
雨
乞
い
の
歌
、
落
雨
を
賀
く
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品

　

第
九
巻　

大
伴
家
持
（
二
）』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、
な
ど

（
16
）
東
茂
美
「
大
伴
家
持
の
喜
雨
賦
」『
国
語
と
教
育
』（
長
崎
大
学
）
第
十
六
号
、

一
九
九
一
年

（
17
）『
懐
風
藻
』
は
原
則
と
し
て
、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
）
に
拠
る
。

（
18
）
辰
巳
前
掲
書
、
一
〇
七
番
詩
【
解
説
】

（
19
）
逮
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
下
巻
）
中
華
書
局
出
版
、
一
九
八

三
年

（
20
）
歐
陽
詢
撰
・
汪
紹
楹
校
『
藝
文
類
聚
』
中
華
書
局
出
版
、
一
九
六
五
年

（
21
）
佐
佐
木
信
綱
『
萬
葉
集
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
）

（
22
）
第
５
回
当
館
主
宰
共
同
研
究
「
海
外
に
お
け
る
記
紀
万
葉
の
受
容
に
関
す
る

比
較
研
究
―
翻
訳
に
あ
ら
わ
れ
る
日
本
文
学
の
特
色
に
つ
い
て
―
」
の
成
果

を
基
に
、
ク
レ
イ
ン
ス
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
『
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見

た
日
本
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
お
よ
び
「
京
都
外
国
語
大
学
付
属
図

書
館
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
作
成
。

（
23
）
ク
レ
イ
ン
ス
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
前
掲
書

（
24
）
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
『
海
を
渡
っ
た
日
本
書
籍
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、

そ
し
て
幕
末
・
明
治
の
ロ
ン
ド
ン
で
』
平
凡
社
、
二
〇
一
八
年

（
25
）Izaac T

IT
SIN

GH
,M

ém
oireset A

necdotes sur
la dynastie N

ignante 
des D

jogouns,souverains
du japon,Paris,1820

（
26
）
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
シ
ー
ボ
ル
ト
日
本
書
籍
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

現
存
書
目
録
と
研
究
』
勉
成
出
版
、
二
〇
一
四
年

（
27
）
京
都
外
国
語
大
学
平
成
二
十
年
度
稀
覯
書
展
示
会
「
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
る
日

本
論
の
源
流
を
た
ど
っ
て
―
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
記
念
稀
覯
書
展
示
会
―
」

展
示
目
録

（
28
）
林
鵞
峰
『
日
本
王
代
一
覧
』
第
二
巻
孝
謙
天
皇
条
、
一
六
五
二
年

（
29
）Izaac T

IT
SIN

GH
,M

.J.K
LA

PRO
T

H
,N

ipon
o

daïitsi ran,au A
nnales 

des Em
pereurs

du Japon,Paris, 1834.

（
30
）
秋
里
籬
島
著
・
竹
原
春
朝
斎
画
『
大
和
名
所
図
会
』
一
七
九
一
年
／
翻
刻
は
、

原
田
幹
校
訂『
大
和
名
所
図
会
』（
日
本
資
料
刊
行
会
、一
九
七
六
年
）に
拠
っ
た
。

（
31
）
佐
佐
木
信
綱
「
欧
州
へ
舶
載
さ
れ
た
最
初
の
萬
葉
集
」『
國
文
學
の
文
献
學
的

研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年

（
32
）
水
野
雅
生
『
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
三
年

（
33
）
拙
稿
「『
万
葉
集
』
と
欧
文
挿
絵
本
―
そ
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
―
」（『
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
第
５
回
万
葉
文

化
館
主
宰
共
同
研
究
「
海
外
に
お
け
る
記
紀
万
葉
の
受
容
に
関
す
る
比
較
研

究
―
翻
訳
に
あ
ら
わ
れ
る
日
本
文
学
の
特
色
に
つ
い
て
―
」
概
要
報
告
」（『
万

葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
な
ど


